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適用 した10名(男児5名,女 児5名;平 均年齢9.4
±1.5歳,以下Ⅲ 級群)と,Ⅰ 級不正咬合者10名
(男児6名,女児4名;平均年齢9.5±0.7歳,以下









































と僧帽筋の働 き,5)考 察の修正 ・追加,6)図 ・
表の修正 ・追加が求められ,申 請者は,そ れを了
解 して直ちに修正を行った。
本論文は,Ⅲ 級不正咬合者にFR3を適用 した際
の筋活動および姿勢の変化に関する新たな知見を
示 したものであり,上 下顎骨の位置関係が頭頸
部の筋のみならず姿勢および運動可動域に与える
影響の解明に寄与すると考 えられた。 したがって,
一次審査委員会は提出 された論文が学位論文 とし
ての学術的価値 を持つ ものであり,申請者に博士
(歯学)の 学位を授与できるものと判定 した。
